
1 

ＷＥＢアンケート個別項目に係る委員からのご意見 

 

Ｑ１：はじめに、「市民自治によるまちづくり」についてお聞きします。 

あなたは、地域での付き合いをどの程度していますか。 

（あてはまるもの１つ） 

①よく付き合っている       ②ある程度付き合っている 

③あまり付き合っていない     ④全く付き合っていない 

 

（意見①） 

回答者の属性がわかればよい（町内自治会の役員、マンション管理組合 など） 

「回答者属性」にて市民活動への参加者が、どの様な立場（自治会役員か否かなど）の

方々なのかが分からない。このどの様な立場の方々が回答して来ているのかを知る事は、

データの分析には役に立つと思っている。 

 

（意見②） 

「地域」という言葉の定義のようなもの（前提としての説明）が必要。 

個人的には、「住んでいる場所の周辺地域のご近所」との付き合いと、「住んでいる場所

とは関係なく“市民自治によるまちづくり”活動を行っている市民」との付き合いの両

方を訊いてみたい。 

（後者は付き合いというよりは、“活動への参加”という意味合いなので、Q4 に他なら

ないかもしれませんが...） 

 

（意見③） 

選択肢について意見のみ：「よく付き合っている」は、よくの基準が分からないので、

チェックしにくい。ただ代案もないので、回答者の判断にゆだねる感じで？ 

 

 

  

資料２－２ 
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Ｑ２：市政への市民参加の手続に関するもので、あなたが参加したことのあるものは   

何ですか。 

（複数回答可） 

①パブリックコメント手続や意見募集における意見の提出 

②審議会等の附属機関の公募委員への応募 

③ワークショップ（市民と市職員又は市民同士が議論や作業を重ねながら意見を 

まとめていく会合）への参加 

④意見交換会（市民と市職員又は市民同士が市の施策について意見を交換する手続） 

への参加 

⑤市が実施する各種のアンケート調査（本ＷＥＢアンケートを除く）への回答 

⑥事業の提案や事業へのアイデアの応募 

⑦名称・愛称・ロゴ等の応募 

⑧その他 ※自由記述、３０字以内。 

⑨参加したものはない 

 

 

委員からの意見なし 

 

 

 

 

 

Ｑ３：Ｑ２のような、市政への市民参加の手続を活用したいですか。 

（あてはまるもの１つ） 

①活用したい            ②どちらかと言えば活用したい 

③どちらかと言えば活用したくない  ④活用したくない 

 

 

（意見①） 

回答への追加を提案→「興味ある分野、やり方がわかれば参加したい」 
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Ｑ４：まちづくりに関わる活動を行う団体等の中で、あなたがその活動に参加(※)した経験

があるものは何ですか。 

※団体の会員やボランティアとしての参加を指す（団体への資金・物品・技術・場所等

の提供・寄附などの支援を通しての参加や、団体が提供するサービスの利用・イベン

トへの参加等は除く）。 

（複数回答可） 

①町内自治会          ②市民活動団体（ＮＰＯ法人・ボランティア団体等） 

③地域運営委員会        ④民生委員児童委員協議会 

⑤社会福祉協議会地区部会    ⑥青少年育成委員会 

⑦スポーツ振興会        ⑧避難所運営委員会 

⑨教育や保育など子どもに関するグループ（子ども会等） 

⑩趣味サークルやスポーツ、文化団体    ⑪老人会、老人クラブ 

⑫ＰＴＡ、保護者会            ⑬その他 ※自由記述、３０字以内。 

⑭団体等の活動に参加したことがない 

 

 

（意見①） 

後段の「団体が提供するサービスの利用・イベントへの参加等」はカットできないか。 

町内会員が、町内会の太鼓の会や夏祭りに顔を出す、避難訓練に出る、では「参加」に

は該当しない、ということか。こども太鼓の指導側だが、個人的には来てくれている子

ども・保護者にも「町内会に参加している！」と思ってほしい。また長めに続けていく

と、準備側や次の子どもたちへの指導側になる人もある程度いるので、運営予備軍くら

いに捉えている。 

 

（意見②） 

「参加した経験があるもの」という訊き方になっているが、「現在参加しているもの」

と、「過去に参加した経験があるもの」に分けて訊くのがよいかと思う。 

 

（意見③） 

アンケートに回答して来た方の経験は見られるものの、どの様な立場の方の経験なのかに

よって、意味や見方が変わって来るのではないかとも思える。質問にお答え頂いたＱ１と

Ｑ４のクロス集計では、恐らくですが各団体の役員や主要メンバーの方がＱ１の「よく付

き合っている」と答えられているのかと推測出来るが、これの裏を取る事で、活動の実態

が明確に見えてくるのではないかと思っている。 

 

設問追加案 

Ｑ４－１ 

あなたがＱ４で参加したときの、あなたの役割（立場）はなんですか。 

①参加団体の役員 
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②他の団体の役員 

③参加団体、他の団体の会員 

④一般市民 

⑤その他 

 

Ｑ４－２ 

あなたはＱ４ー１をどのくらいの期間継続参加していますか。 

①５年～１０年以上 

②３年～４年 

③２年以下 

④非定期 
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Ｑ５：あなたは、社会の課題の解決を図り、より住みやすい社会を形成するため、積極的に

まちづくりに関わる活動に参加したいですか。ご家庭やお仕事の事情等は考慮せずに

お答えください。 

（あてはまるもの１つ） 

①参加したい             ②どちらかと言えば参加したい 

③どちらかと言えば参加したくない   ④参加したくない 

 

 

（意見①） 

参加しない理由として、時間的に余裕がないことや地域にあまり関心がないこと等を聞き

たい。 

 

（意見②） 

「ご家庭やお仕事の事情等は考慮せずにお答えください」の部分をカット。 

回答追加提案→「時間等の条件が合えば参加したい」 

 

設問追加案 

Ｑ「参加してみたい！」と思った活動を見つけても参加できなかった、という経験はあ

りますか。また、その時参加できなかった要因はなんですか。 

 選択肢 なし 

     あり（理由：活動場所が遠かった） 

     あり（理由：就労・子育て・介護で参加できない時間帯だった） 

     あり（理由：欠席してしまうことがあるかもと気が引けた） 

     あり（理由：活動の様子がわかる発信がなく、少し不安を感じた） 

     その他 自由記述 

→Q7は行政・雇用側向け。団体向けの要請が見えてくる設問があったらいい。ただし

設問数との相談になるかと。 

 

（意見③） 

「参加したいか」を訊いているが、Q4にある“参加”と同じ意味であれば、ここでも注釈

が必要かと思う。（あるいは、アンケートの冒頭に「参加」という言葉の定義をするか。） 

個人的には、寄付も重要な“参加”の一方法だと思うので、「参加」の定義については協

議したいところであり、Q4にも関係するが、設問自体を 

「（１）会員やボランティアとしての“活動”への参加」と、 

「（２）それ以外の寄付や場所の提供等での“側面支援”的な参加」の 

２つに分けて訊いてみたいと思う。 
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Ｑ６：市の事業や地域の活動・イベントの情報を得るために、主にどのような媒体等を使用

していますか。 

（複数回答可） 

①ちば市政だより ②回覧板 ③掲示板 ④市ホームページ 

⑤市ホームページ以外のウェブサイト ⑥ＳＮＳ（LINE、X、Instagram等） 

⑦動画（YouTube等） ⑧テレビ ⑧ラジオ ⑨新聞 

⑩地域情報誌等の雑誌 ⑪チラシ・パンフレット ⑫家族・知人など 

⑬その他 ※自由記述、３０字以内。 

 

 

委員からの意見なし 

 

 

 

 

Ｑ７：まちづくりに関わる市民の活動を盛んにするために行政や民間企業等が実施する方策

のうち、特に必要だと思うものは何ですか。 

（特にあてはまるもの最大３つまで） 

①市民活動を行う個人や団体への金銭的支援 

②市民活動を行う場所の支援 

③市民活動に役立つ情報の発信 

④市民活動を行う個人や団体への相談体制 

⑤市民活動団体の交流会の実施 

⑥まちづくりに関わる活動の活動紹介・普及活動 

⑦まちづくりに関わる活動を体験する機会の提供 

⑧まちづくりに関わる活動の技術や知識等を得るための講座・研修会の実施 

⑨安心して活動できる保険制度 

⑩子どもや若者に対する市民活動に関する教育機会の提供 

⑪その他 ※自由記述、３０字以内。 

 

（意見①） 

「市民活動」と「まちづくりに関わる活動」の使い分けの意図は何か。 

 

（意見②） 

選択肢について、昨年度のその他の主な意見、の内容を反映した選択肢はできないか。 

（例）小さい子がいても気軽に参加できそうな活動 参加できるような就労条件 
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【参考：Ｑ７「その他」主な意見】 

・習い事がたくさんできる場所を作れば、良いと思う。 

・市が主催するイベントは申込方法が電話に限定されているものがあり、敷居が高い。 

・小さい子がいても気軽に参加できそうな活動。 

・どんなまちづくりをするかのビジョン提示。 

・何らかの形での参加者優遇。 

・参加できるような就労条件。 

・SNSを使ったよびかけ。 

 

 

（意見③） 

「その他」の回答も気になるが、子育て世代や、就労条件によって参加したくても参加出

来ない実態がありそうで、それがＱ１の結果としての「余り付き合っていない」「全く付

き合っていない」と言う結果の一部の可能性もあるのではないかと考えている。 

 


